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１． はじめに  

戦後、日本は飛躍的な経済成長を遂げてき

たが、その一方で経済活動を優先するあまり、

環境問題が大きな問題になっている。そのた

め、利潤を追求した都市計画を進める企業側

と、生活環境の悪化を懸念する住民との間で

土地に関する争いがしばしば起こっている。 
 このように、様々な立場の考えを踏まえて

都市を形成していく時に、どのような配置が

最適であるのかを検討する。 
 
２． 計算条件 

モデルは静岡県富士市を使用する。この地

図にセルオートマトンを適用し、対象地域を

縦128セル、横96セルとした。実寸では縦が

16km,横は12kmとなるので、1つのセルは

125m*125mとなる。 
 用途地域の種類は移動できるエージェント

（住宅地、商業地、工業地、公園）と移動で

きないエージェント（山、川、海）を用意し、

移動できるエージェントはランダム配置し、

移動できないエージェントは図１の地図に沿

って作図する。 
 

図１ ユーザーインタフェース 

 

図２は相性表である。ここでの相性とは、住

宅地は住宅地同士で近くに配置されたい、住 

 

  

宅地は工業地の近くには配置されたくない 

といったようなもので、もし近くにいたい場

合はプラス、そうでなければマイナスの値を

入力する。この相性をエージェントに持た

せ、最終的に各エージェントが満足できるよ

うな配置を目指す。 

 

 
図２ 相性表 

 
３．最適化アルゴリズム 

3-1．局所的探索アルゴリズム 

 局所的探索では、探索するエージェントを

ランダムに選び、満足度を計算する。満足度

はエージェントのムーア近傍の相性の合計

値であり、以下の方程式で求める。 

∑
=

=
8

1i
imn XS       (１)

計算した満足度が定められている一定

の基準値を満たしていない場合に局所的

探索を行う。現在の位置とムーア近傍の位

置を暫定的に入れ替え、入れ替えた位置で

の満足度を8か所分計算し、その中で最も

値のいい場所へ移動する。 
 
3-2．帯域的探索アルゴリズム 

 局所的探索アルゴリズムの計算の中で、

ムーア近傍に移動しても元の位置よりい

い満足度を得られなかった場合に、そのエ

ージェントを領域外に退避させ、そのエー

ジェントを一時的に代入してその場所で

の満足度を調べ、その中で基準となる満足

度を上回る場所を探索し、そこへ移動す

る。 
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４．シミュレーション結果 

本シミュレーションは表１の相性で行った

ものである。図３の左側の図がエージェント

をランダムで配置した初期状態を示したもの

で、右側がその時の満足度を示したものであ

り、赤は満足度が高く、青は満足度が低いと

いうことを表している。 

 
表1 実験で用いた相性表 

  住 商 工 公 海 川 山 

住宅地 1 -1 -1 1 -1 -1 1

商業地 1 1 -1 1 -1 -1 -1

工業地 -1 -1 1 1 1 1 -1

公園 1 1 1 1 1 1 1

 

 

図３ エージェントの初期配置及び満足度 

 

 

図４ １ステップ終了時 

 

 

図５ ２ステップ終了時 

 

 

 
図６ ３ステップ終了時 

 
 

 

図７ 収束状態 

 
得られた結果、１ステップ目で青い部分が

少なくなり、全体的な満足度がかなり上がっ

ていることがわかる。その後は徐々に青い不

満足な部分が減り、赤い満足度が高い部分が

増えていっている。また、収束した状態の配

置では、ほとんどの地域のかたまりの中心に

公園が入っている。これは最初の相性の設定

で、公園だけを全てに対して相性を良くした

ため、このような配置になったと考えられる。

また満足度も濃い赤の部分が多くなり、青い

部分はほぼ見られないため、満足度の高い都

市ができたことがわかる。 
 
５．まとめ 

本稿では、エージェントに相性を持たせ、

それぞれが満足するような都市形態を検討し

た。結果的に、ほとんどのエージェントから

いい満足度が得られたが、今回のシミュレー

ションの局所的探索はムーア近傍でしか探索

しなかったため、探索範囲が狭くなってしま

い、例えば２個隣にいい満足度が得られる場

所があったとしても、帯域的探索を行ってし

まうので、一気に遠くへ移動してしまうエー

ジェントが多かった。この点を改善できれば

よりいい結果を求められたかもしれないので

今後、検討していきたい。 
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